
 

 

 

当薬局では、 

医療の透明化や患者様への情報提供を積極的に推進していく観点から 

〈個別の調剤報酬の算定項目の分かる明細書〉を無料で発行致しております。

また、公費負担医療の受給者で医療費の自己負担のない方についても 

平成 30年 4月 1日より、明細書を無料で発行することといたしました。 

明細書は、使用した薬剤の名称などが記載されるものです。 

その点を御理解いただき、明細書の発行を希望されない方はお知らせ下さい。 

「個別の調剤報酬の算定項目の分かる明細書」の発行について 
 



容器代について 

当薬局では、軟膏容器・水剤容器・点鼻容器等の 

容器代をいただいております。 

なお、衛生管理上、容器の持ち込みはご遠慮下さい。 

 

ご理解の程、お願い申し上げます。 
 



薬学管理料について 

当薬局は、患者様希望により、服用薬剤の種類や 

服用経過などを記録した「薬剤服用歴の記録」を作成し、 

薬剤によるアレルギーや副作用の有無を確認するとともに、 

複数の病院・診療所から薬剤が処方されているような場合には、 

服用薬剤同士の重複や相互作用の有無をチェックいたします。 

 

                                           



～ ご来局の皆さまへ ～ 
 

当薬局は、後発医薬品(ジェネリック医薬品)および 

バイオ後続品(バイオシミラー)を積極的に採用しています。 

 

◎ジェネリック医薬品、バイオシミラーとは・・・ 

 厚生労働省より、従来のお薬と主成分が同じであることなどが 

 審査され、製造・販売が承認された安価なお薬です。 

 



～ ご来局の皆さまへ ～ 
 

当薬局は 
 

ジェネリック医薬品をおすすめしています。 
 

   ◎ジェネリック医薬品とは…… 

    厚生労働省より、従来のお薬と主成分が同じであることなどが 

    審査され、製造・販売が承認された安価なお薬です。



処方箋の一般名処方について 
 

医療費軽減のためジェネリック医薬品変更を進める国の政策があり 

 

当薬局では、 

処方箋の一般名で書かれた薬品につきましては 

原則として後発医薬品で調剤しています。 

 

（その際、後発医薬品の有効性、安全性や品質についても、丁寧にご説明致します。） 

※後発医薬品とは、先発医薬品と同じ有効成分、同じ効能をもつ医薬品です。 

※先発医薬品の調剤をご希望の患者様は、お申し出ください。 



電子的調剤情報連携体制整備加算のご案内 

 

当薬局では、患者様の情報の取得・活用体制の 

充実及び情報の取得の効率性を図るため、以下の

体制整備・取組を行っています 

 

① オンライン資格確認等システムを利用、患者様の診療情

報・薬剤情報等を取得し、調剤・服薬指導等を行う際に

取得した情報を閲覧し、活用しています 

 

② マイナンバーカードの健康保険証利用を促進するなど、

医療ＤＸを通じて質の高い医療を提供できるよう取り組

んでいます 

 

③ 電子処方箋や電子カルテ情報共有サービスを活用するな

ど、医療ＤＸに係る取組を行っています 

 

   クローバー薬局    



後発医薬品(ジェネリック医薬品)があるお薬で、
先発医薬品の処方を希望される場合は、
特別の料金をお支払いいただきます。

特別の料金は、令和８年６月から、先発医薬品
と後発医薬品の価格差の２分の１相当です。

この機会に、後発医薬品の積極的な利用をお願い
いたします。

• 後発医薬品は、先発医薬品と有効成分が同じで、同じように使っていただけるお薬です。
• 先発医薬品と後発医薬品の薬価の差額の２分の１相当を、特別の料金として、医療
保険の患者負担と合わせてお支払いいただきます。

• 先発医薬品を処方・調剤する医療上の必要があると認められる場合等は、特別の料金
は要りません。

先発医薬品を希望した場合の
自己負担の仕組み

患者のみなさまへ

後発医薬品について
後発医薬品（ジェネリック医薬品）

に関する基本的なこと

新たな仕組みについて
特別の料金の対象となる
医薬品の一覧などはこちらへ

※ＱRコードから厚生労働省ＨＰの関連ページにアクセスできます。

将来にわたり国民皆保険を守るため
皆さまのご理解とご協力をお願いいたします

令和８年６月から



指定第二類医薬品をご購入のみなさまへ

指定第二類医薬品は、第二類医薬品のうち、特別の注意が必要
なお薬になります。
ご使用の前に必ず使用上の注意の『してはいけない』項目をご確
認の上、ご使用ください。
また、ご不明な点やご懸念がある場合については、お気軽に近く
の薬剤師又は登録販売者まで、ご相談ください。

指定濫用防止医薬品をご購入のみなさまへ
「指定濫用防止医薬品」は、

濫用した場合に中枢神経系の興奮若しくは抑制又は幻覚を生じ
るおそれがあり、その防止を図る必要がある医薬品として厚生
労働省令で定められた、特別の注意が必要なお薬になります。
ご使用にあたって、ご不明な点やご懸念がある場合については、
お気軽に近くの薬剤師又は登録販売者まで、ご相談ください。



指定濫用防止医薬品をご購入のみなさまへ

指定濫用防止医薬品の濫用をした場合、保健衛生上
の危害が発生するおそれがあります。

指定濫用防止医薬品の販売にあたり、OTC医薬品の各区分で

確認する事項に加え、以下を確認させていただきますのでご理
解の程よろしくお願いします。

クローバー薬局

購入者が18歳未満の場合、複数個・大容量の販売はできません。

□ 年齢
□ 他の薬剤又は医薬品の使用の状況
□ 購入しようとする者が18 歳未満である場合には、当該者の氏名
□ 当該製品及び他の指定濫用防止医薬品の購入又は譲り受けの状況
□ 大容量製品又は複数個の購入に該当する場合、その理由
□ 適正な使用であることを確認するために必要な事項
□ その他情報提供を行うために必要な事項



当薬局におけるお薬の販売方法について

分類と外箱表示※
※その他表示事項については関係法規による

定 義 陳列方法
情報
提供

対応する
専門家

相談へ
の対応

薬局製造販売医薬品 薬局開設者が当該薬局における設備及び器具をもって製

造し、当該薬局において直接消費者に販売し、又は授与
する医薬品。具体的な品目は、厚生労働省が通知（薬局
製剤指針）で定めています

調剤室又は販売時に薬剤師による対面での情報提供

を適切に行うため、鍵をかけた場所か消費者が直接手
の触れられない場所に陳列します

書面等を用いて、適正

使用のため必要な情報
の提供を行います

薬剤師

相談に

応じて、
適正使
用のた

め必要
な情報
を提供
します

要指導医薬品 副作用等により日常生活に支障を来す程度の健康被害が

生ずるおそれがある医薬品のうち、その使用に関し特に注
意が必要で、新しく市販された成分等を含むもの

販売時に薬剤師による対面での情報提供を適切に行う

ため、鍵をかけた場所か消費者が直接手の触れられな
い場所に陳列します

一
般
用
医
薬
品

第一類医薬品 副作用等により日常生活に支障を来す程度の健康被害が

生ずるおそれがある医薬品のうち、その使用に関し特に注
意が必要なもの（要指導医薬品を除く）

販売時に薬剤師による情報提供を適切に行うため、鍵

をかけた場所か消費者が直接手の触れられない場所
に陳列します

指定第二類
医薬品

第二類医薬品

副作用等により日常生活に支障を来す程度の健康被害が

生ずるおそれがある医薬品（要指導医薬品、第一類医薬
品を除く）
注） 指定第二類医薬品は、第二類医薬品のうち、特別の
注意を要する医薬品です

『してはいけないこと』の確認をおこない、使用について
薬剤師や登録販売者にご相談ください

第一類医薬品と同様、販売時に情報提供を行う機会を

確保しやすいよう、情報提供を行う場所（７ｍ以内）に陳
列します

適正な使用のため必要
な情報提供に努めます

薬剤師

または

登録
販売者

第三類医薬品
第一類医薬品及び第二類医薬品以外の一般用医薬品

法令では直接手に取ることができる陳列でもよいとされ

ていますが、当薬局では、情報提供を行いやすい場所
に陳列します

指定濫用防止医薬品

濫用した場合に中枢神経系の興奮若しくは抑制又は幻覚

を生ずるおそれがあり、その防止を図る必要がある医薬品
として厚労大臣が薬事審議会の意見を聴いて指定する医
薬品

販売時に必要な確認と情報提供を適切に行うため、鍵

をかけた場所か消費者が直接手の触れられない場所
に陳列します

要指導医薬品等それぞ

れ定められている事項
のほか、指定濫用防止
医薬品の濫用した場合

における保健衛生上の
危害の発生のおそれが
ある旨を書面等を用い

て適正使用のため必要
な情報の提供を行いま
す

ご存知ですか？ 医薬品副作用被害救済制度

問合せ先 独立行政法人 医薬品医療機器総合機構 電話 ０１２０－１４９－９３１（フリーダイヤル）

医薬品の副作用等による被害を受けられた方を救済する
公的な制度があります

第１類医薬品

要指導医薬品

第２類医薬品

第２類医薬品

※ 医薬品の安全使用のために症状等の情報をお伺いさせていただくことがあります。個人情報は個人情報保護法等に基づき適切に管理を行い、医薬
品の安全使用以外の目的で利用はしません。

①内容量が厚生労働大臣が定
める数量以下のもの：
「要確認」の字句を記載。枠
は四角枠とする。

第２類医薬品

②上記以外のもの：
「要確認」の「要」を丸囲み又は
四角囲みにした字句を記載。枠
は四角枠とする。

第３類医薬品
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